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結 核 個 禮 ノ肝 臓 機 能 攣 調 二就 テ

臨淋 的観 察(其 ノ7)

肺 結 核 患 者 尿 「ウ ロ ビ リ ン」量 二 及 ボ ス「タ ウ リ ン」ノ影 響

大阪市立刀根山病院(院長 太絹博士)

藤 野 保 次

(本論文 ノ内容 ・・第十五同結核痛 撃會 二於 テ登表 セ リ)

第一章 緒 論

余 ノ・襲 二 「ヴィタ ミン」B複 合 盟 、「ヴ4タ ミ ン」B・t

「チ オ」硫 酸 曹 達 ノ投 與 ニ ヨ リ 結 核 患 者 尿 ノ 「ウ

ロ ビ リ ン」量 が著 明 二減 少 スル事 テ 認 メ タ。 而

シテ近 時 結 核 動 物 二封 シテ少 ク トモ或 ル還 元 性

物 質(「チ オ」硫 酸 曹 達 、 「チ オサ ル チル」酸 石 灰

等)ガ 明 カ ニ治療 的 敷 果 テ致 ス 事 が 實験 説 明 サ

レ出 シテ來 タ ノノ・吾 人 ノ新 シ イ興 味 ラ ソ ソル所

テ アル。

「タ ウ リ ン」ノ・「チ スチ ン」或 ノ・「メ チ オ ニ ン」カ ラ

生 ズ ル事 ノ・明 カナ コ トデ アル ガ、Chol酸 ノ解

毒 或 ノ・Taurochol酸 ノ形 成 二向 ツ テノ・「タ ウ リ

ン」自身 ノ・無 数 デ アツ テ、 「チ ス チ ン」及 ビ「メ チ

オ ニ ン」カ ラハ 有 数 デ アル。 「タ ウ リ ン」テ 動 物

農 内 二輸 入 ス レバ大 部 分 不 憂 化 ノ儘 二尿 中 二出

ル ガ、 僅 ニ ソ ノ他 二硫 酸 及Thiosulfatト シテ

モ排 泄 サ レル。

井 開 及 長 谷 川 ノ・「タ ウ リ ン」ガ 「エ ー テ ル」硫 酸 ト

シ テ解 毒 作 用 ア ル ラ見、又 近 時 航 空轡 學 上 「タ ウ

リ ン」ガ酸 素 鋏 乏 時 ノ乳 酸 及 ビ 残 鹸 窒 素 ノ 増 加

ラ抑 制 スル コ トが認 メ ラ レ タ。

以 上 ノ如 ク「タ ウ リ ン」ノ・安 全 ナ物 質 デ アル ガ、

全 ク作 用 ノ ナ イ モ ノ トモ考 ヘ ラ レ ヌ故 次 ノ實 験

テ試 ミタ。

第二章 實験方法

尿中「ウロビリン」テ顯著且持緬的二謹明セラレ

ル無熱患者テ材料 トシ肉類及魚類 ノ囁取 ヲ禁 ジ

テ、尿 ノ・午前8時 半ヨリ翌朝同時刻マデ24時 間

内二排泄 セラレタルモ ノテ用t,可 及的同時刻

:第1表

第1例 ■34♀

検 査 日 尿 量(C.G)比 重

皿412501012

反慮

酸性

二測 定 シ タ
。

「タ ウ リ ン」ノ・5%水 溶 液 ト シテ5c島 宛1日2同

午 前10時 、 午後3時 二注 射 シタ。

「ウ ロ ビ リ ン」ノ・佐 々木 氏 法 ニ ヨ リ測 定 シ タ
。'

第三章 實験成績
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第2表

第2例23・ ♀・

尿 量(αα)比 重 反 応
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第3表

第3例34♀

尿 量(C.G)比 重 反 応

12001014酸 性

9001015「 アル カ リ」性

12201010中 性
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13001014「 ア ル カ リ」性
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11001012,,

16201011,,

「ウ ロ ビ リ

ン 」量:

(単 位mg)
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第4表

第4例21・ ♀・

検 査 日 尿量(Cα)

Ivg

10

11

12

1400

1400

1200

1200

「ウ ロ ビ リ

比 重 反 応 ン'」量:

(軍 位mg)

1016「 アル カ リ」性9.52

1016酸 性15.26

1016,,13.08

1016,,6.53

第4

〃

75

0'

5

o解

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

22

23

24

25

26

27

28

29

30

V1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

圖

13001015

10001016

13001016

16001016

8001020

13001010

12001016

11001012

8001020

性酸
99

「アル カ リ」控

性

性

中
酸

「アル カ リ」性

リヲ

酸性
,,

「タ ウ リソ」注 射 開始

9001015

10001016

10001014

12001016

10001016

10501018

9501019

7801014

16001014

11001015

13001014

1300

750

1050

900

1100

1700

1100

1300

酸性
,,

「アル カ リ」性

,,

,,

り

酸性
「アル カ リ」性

,,

,,

,,

「タ ウ リ ソ」注射 中 止

1011

1015

1016

1024

1018

1014

1020

1020

酸性
「アル カ リ」性

,,

リリ

酸性
,,

「アル カ リ」性

!
'」 i

1

〆＼

1

4

1

⊥
1

≦ト

1

ノ1 ll
Illl」 日 日

罵 瞳1
淋 ンll 　 一

ヌ!一

1
}1一

口 1 ll i!「 一

酸性

別

猛

風

88

認

π

認

96

艇

8

5

8

0

0

4

6

4

7

4■

噌■

4
⊥

4
ユ

4⊥

¶
ム

24

60

90

08

必

14

56

30

70

99

17

2

3

0

3

5

7

6

5

8

1

4

4ユ

4■

噌⊥

4
■

-
み

4工

π

2。

菊

雛

99

%

娼

π

4

0

1

2

1

9

7

4

¶
⊥

噌
⊥

4⊥

1

1
↓

4
↓

第四章 考 察

「タ ウ リ 」」ノ静脈 内投 與 ニ ヨ リ尿 中 「ウ ロ ビ リ

ン」量 テ持 緬 的 二減 少 セ シメ得 ズ。即 チ結 核 個 罷

ノ肝 臓 機 能 攣 調 ノ・「タ ウ リ ン」ニ ヨ リテ コ レラ持

続 的 二正 道 二復 セ シメ得 ナ ィ コ トテ謹 明 シ タ。

然 シ 「タウ リ ン」二 「ヴ ィタ ミン」B1等 ノ作 用 ヲ増

強 セ シメル作 用 ガ アル カ否 カ バ別 個 二考 究検 索

サル ベ キ問 題 デ アル。

第五章 結 論
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「タ ウ リ ン」投與 二依 リ結 核 患 者尿 中 「ウ ロ ビ リ

ン」量 テ持 績 的 二減 少 セ シメ得 ズ。

欄 筆 二臨 ミ不 断 ノ御鞭 捷 ト本 稿 ノ御 校 閲 ラ賜 ノ・

リシ院長太縄博士及 ビ御指導、御校閲ラ賜ノ・リ

シ渡邊博士二謝意 テ表 ス。

爾御多忙中ニモ不拘本稿御校閲 ノ榮 ラ賜ハ リシ

大阪帝大市原助教授 二満腔 ノ感謝 テ捧 グ。
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